
地
域
医
療
対
策
の
現
状　

　
昨
年
度
の
医
療
懇
談
会
（
詳
細

は
平
成
30
年
度
広
報
石
岡
９
月
15

日
号
・
10
月
１
日
号
・
12
月
１
日

号
参
照
）
の
意
見
を
受
け
、
医
療

体
制
を
強
化
し
、
地
域
で
連
携
し

な
が
ら
、
対
応
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ

に
決
定
・
実
施
し
て
い
く
た
め
、

石
岡
市
医
師
会
管
内
の
３
市
（
石

岡
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
・
小
美

玉
市
）
の
市
長
と
石
岡
市
医
師
会

長
で
構
成
さ
れ
る
『
石
岡
地
方
医

療
対
策
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
』（
以
下

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
６
月
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
具
体
的
方
策
に
専
門
的
な

知
見
も
取
り
入
れ
る
た
め
『
地
域
医

療
に
係
る
対
策
を
検
討
す
る
専
門
委

員
会
』（
以
下
委
員
会
）
を
８
月
に

設
置
。
こ
の
委
員
会
は
、
石
岡
地
域

の
目
指
す
べ
き
医
療
体
制
に
つ
い
て

検
討
し
、
意
見
を
集
約
し
た
後
、
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
提
案
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
構
成
委
員
】

石
岡
地
方
医
療
対
策

　
　
　
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

・
石
岡
市
医
師
会
長

・
３
市
の
市
長

地
域
医
療
に
係
る
対
策
を

　
　
　
　
検
討
す
る
専
門
委
員
会

・
土
浦
保
健
所
長 

・
城
西
大
学
教
授 

・
石
岡
市
医
師
会
副
会
長　
３
名 

・
石
岡
市
医
師
会
病
院
院
長 

・
石
岡
第
一
病
院
院
長 

・
山
王
台
病
院
理
事
長 

・
石
岡
循
環
器
科
脳
神
経
外
科
病

院
院
長 

・
石
岡
市
保
健
福
祉
部
長
・
か
す

み
が
う
ら
市
保
健
福
祉
部
長
・

小
美
玉
市
保
健
衛
生
部
長　
　

以
上　
全
12
名

石岡地方医療対策
　カンファレンス

承認等提案等

石岡の地域医療

地域医療に係る対策を
検討する専門委員会

石岡第一病院　　　126 床
石岡市医師会病院　120 床
山王台病院　　　　
( 附属クリニック含む )    109 床
石岡循環器科
　脳神経外科病院　  63 床

（令和元年 9 月 1 日現在）

市内病院の病床数

病床にはそれぞれ患者の容体に応じて段階的に用途が決まっています。
現在、入院治療や手術が必要な重症度の患者に救急医療を行っている市内の病院（石岡市医師会病院・
石岡第一病院・山王台病院・石岡循環器科脳神経外科病院）のうち、重篤な状態を脱した回復期用の
病床があるのは石岡第一病院の 40 床のみ。いま、石岡地域ではこの回復期の病床が不足しています。
しかし、病床不足と同時に医師不足でもある現状。団塊の世代が 75 歳を迎える 2025 年まであと６年。
緊急の対応が求められています。

問地域医療対策室　℡ 24-1386

目指すべき具体策を模索

広報いしおか 10 月 15 日号　№３３７ 　　２  　　　　　　



　　　

▼
８
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
委
員
会
で
は
、
石
岡
市
医

師
会
の
管
轄
地
域
で
あ
る
石
岡

市
・
か
す
み
が
う
ら
市
・
小
美

玉
市
（
石
岡
地
域
）
に
お
け
る

医
療
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

協
議
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

現
状
と
課
題

・
常
勤
医
師
や
看
護
師
等
の
医
療

従
事
者
の
不
足

・
医
療
機
器
や
人
材
の
偏
り

・
軽
症
患
者
や
救
急
車
が
必
要

に
な
る
よ
う
な
重
症
患
者
の

救
急
体
制
の
受
け
入
れ
の
維

持
が
困
難

・
産
科
や
小
児
科
の
不
足

・
病
床
の
不
足

委
員
か
ら
の
意
見

・
５
年
～
10
年
先
の
高
齢
者
の
軽

症
患
者
増
加
を
見
据
え
た
救
急

体
制
の
充
実
が
望
ま
れ
る

・
病
床
不
足
の
病
院
と
医
師
不
足

の
病
院
が
あ
り
、
地
域
全
体
で

対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

・
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
強
み
を
生

か
せ
る
よ
う
病
院
間
の
棲
み
分

け
や
連
携
の
強
化
を
図
り
た
い

▼
第
１
回
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

９
月
19
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
委

員
会
で
は
、
具
体
的
な
方
策
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
協
議
の
中
で
は
、
石
岡
地
域
が

含
ま
れ
る
土
浦
医
療
圏
お
よ
び
水

戸
医
療
圏
は
、
用
途
ご
と
の
偏
り

は
あ
る
も
の
の
全
体
と
し
て
は
ど

ち
ら
も
病
床
過
剰
区
域
の
た
め
、

病
床
の
増
床
は
原
則
認
め
ら
れ
て

い
な
い
と
い
っ
た
中
で
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
が
論

点
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
主
に
次

の
３
案
を
ベ
ー
ス
に
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

Ａ
案
：
既
存
病
院
の
医
療
機
能
の

拡
充

病
院
を
選
択
し
、
そ
の
病
院
に
増

床
す
る
等
の
地
域
に
不
足
し
て
い

る
医
療
機
能
を
拡
充
す
る
案
。

Ｂ
案
：
複
数
病
院
の
再
編
統
合
と

病
床
の
融
通

複
数
病
院
を
再
編
統
合
。
医
療
機

器
や
人
材
を
集
約
し
、
病
床
の
融

通
を
図
る
案
。

Ｃ
案
：
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

の
設
立

４
病
院
間
に
お
い
て
法
人
を
設
立

し
、
相
互
間
の
機
能
を
分
担
し
、

病
床
の
融
通
等
を
図
る
案
。

　
協
議
の
結
果
、
既
存
病
院
の
医

療
機
能
の
拡
充
と
複
数
病
院
の
再

編
統
合
と
病
床
の
融
通
を
図
る
と

い
う
案
が
効
果
が
あ
り
、
か
つ
実

現
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
一
方
で
、
既
存
病
院
の

医
療
機
能
の
拡
充
で
は
、
医
師
不

足
等
の
解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
と

い
っ
た
意
見
や
、
病
院
の
再
編
統

合
に
慎
重
な
意
見
も
出
ま
し
た
。

　
次
回（
10
月
16
日
予
定
）で
は
、

こ
れ
ら
の
案
に
つ
い
て
、
そ
の
効

果
と
実
現
性
等
の
検
証
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

▼
医
師
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
中
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
が
実

施
す
る
医
療
相
談
ア
プ
リ

「
Ｌリ

ー

バ

ー

Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
」
を
活
用
し
た

子
育
て
世
帯
向
け
の
実
証
実
験

に
参
加
し
て
い
ま
す
。「
Ｌ
Ｅ

Ｂ
Ｅ
Ｒ
」
は
症
状
を
入
力
す
る

だ
け
で
医
師
に
よ
る
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
と
と
も
に
、
症
状
に

あ
っ
た
診
療
科
や
市
販
薬
を
紹

介
し
て
く
れ
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

で
す
。

対
象
／
市
内
在
住
か
つ
０
～
３
歳

児
の
い
る
世
帯
（
１
世
帯
あ
た

り
５
人
ま
で
登
録
可
能
。
上
限

２
０
０
０
世
帯
）

料
金
／
実
証
実
験
に
よ
り
無
料

※
通
信
料
等
は
別
途
必
要

実
験
期
間
／
令
和
２
年
３
月
ま
で

問
健
康
増
進
課

　
℡
24
・
１
３
８
６

▲会長の土浦保健所長 緒方 剛
つよし

氏

医
師
不
足
解
消
の
た
め
に

　
　
医
療
相
談
ア
プ
リ

登録は
こちらから▼

第
１
回
委
員
会

　
現
状
と
課
題
整
理

第
２
回
委
員
会

論
点
は
病
床
の
増
床

今年度の地域医療対策の流れ
８月～ 11 月
委員会 ( ４回予定 ) で具体策を協
議→カンファレンスに地域医療計
画 ( 案 ) 提出

６月
第１回石岡地方医療
対策カンファレンス

12 月頃
第 2 回石岡地方医療対策カ
ンファレンスで地域医療計
画 ( 案 ) 承認

　…来年度以降、計画に基づき対策を実施。

　　　　　　  ３　　 広報いしおか 10 月 15 日号　№３３７


